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第
２
回
目
と
な
る
今
回
は

こ
の
広
報
誌
タ
イ
ト
ル
の

モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
て
い

る
「
雑
書
」
の
中
の
盛
岡

城
に
つ
い
て
、
探
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
雑
書
」
か
ら
は
、
ど
の

よ
う
な
盛
岡
城
の
姿
を
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ま

盛岡城復元調査推進室の取組の詳細は、市ホームページ
に掲載しています。
盛岡城に由来があると伝わる資料や建物等に
関する情報などありましたら、
盛岡城復元調査推進室(019-613-7956)まで、
情報提供をお願いします。

盛岡藩初代藩主南部信直だけでなく、２代藩主
利直も、全国に名を馳せた諸大名との関わりが
あります。

南部利直の「利」は、豊臣秀吉と信直との関係
構築に大きく関わった、加賀の前田利家から与
えられたものです。利直は、幼名を彦九郎と言
いましたが、天正18(1590)年、前田利家を烏帽
子親として元服し、名を「利直」と改めたとさ
れます。

また、江戸幕府の初代将軍である徳川家康とも
鷹や砂金の献上などにより交流を深めており、
その信任は厚く、慶⾧19(1614)年の大坂冬の陣
においては、徳川方として出陣をしています。

この関係構築が実を結び、寛永11(1634)年には、
利直の嫡子である3代藩主重直が、徳川家光か
ら陸奥国10郡10万石の旧領を安堵される判物を
受けます。これにより、豊臣秀吉から安堵され
た領有権は江戸幕府によっても公認され、南部
氏は、明治期の廃藩置県まで、200年以上にわ
たり盛岡藩を統治することとなりました。

利直は、藩の体制を整備するとともに、盛岡城
築城においては総指揮を執り、城下の町割も行
うなど、ハード、ソフトの両面において、盛岡
藩の基盤の構築に尽力しました。
まさに、盛岡藩政確立の礎を築いた立役者であ
るといえますが、残念ながら、盛岡城の完成を
見ることなく、寛永９(1632)年にその生涯を閉
じました。

も
少
し
だ
け
、
古
文

書
解
読
体
験
！
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

※

「
盛
岡
城
日
記
雑
書
」
で
使
用
し
て
い
る

タ
イ
ト
ル
の
背
景
や
お
城
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど

も
、
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
収
蔵
の
史
資
料

を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
宝
永
６(

１
７
０
９)

年
の
雑

書
に
は
、
『
御
三
階
し
ゃ
ち
ほ
こ

棟
上
』
の
文
字
が
あ
り
ま
す
。

先
年
の
大
風
で
、
本
丸
三
階
櫓
の

鯱
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
た
め
、
修

繕
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
年
の
７

月
４
日
に
そ
の
鯱
を
棟
上
し
た
と

い
う
記
録
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
、

後
の
天
守
と
な
る
三
階
櫓
に
は
、

こ
の
時
期
も
鯱
が
の
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

こ
の
大
書
院
下
通
の

写
真
に
写
っ
て
い

る

で
示
し
た

部
分
が
そ
の
「
は
ば

き
石
垣
」
で
す
。

「
雑
書
」
に
記
録
が

残
る
こ
の
石
垣
は
、

現
在
も
盛
岡
城
跡
に

そ
の
姿
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

天
気
の
良
い
日
の
お

散
歩
な
ど
で
盛
岡
城

跡
公
園
に
訪
れ
た
際
に
は
、
江
戸
時
代
に
築
か
れ
た
こ

の
石
垣
を
、
ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

延
享
５(

１
７
４
８)

年
の
雑
書
の
３
月

14
日
の
記
録
に
は
、
二
ノ
丸
東
側
の
大

書
院
下
通
に
石
垣
を
取
り
つ
け
た
こ
と

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
い
わ

ゆ
る
「
は
ば
き
石
垣
」
の
こ
と
で
、
孕

ん
で
き
た
石
垣
の
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
、

そ
の
箇
所
を
外
側
か
ら
抑
え
こ
む
よ
う

に
築
か
れ
た
石
積
み
の
こ
と
で
す
。

に
て
今
日
護
摩
御

祈
祷
』
の
記
録
が

あ
り
ま
す
。
雑
書

か
ら
は
、
そ
の
建

物
の
使
わ
れ
方
に

つ
い
て
も
、
読
み

取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

『
雑
書
』
に
つ
い
て

盛
岡
に
は
、
盛
岡
藩
の
政
務
を
取
り
仕

切
っ
て
き
た
家
老
が
、
１
９
７
年
間
に

わ
た
っ
て
当
番
制
で
記
録
し
続
け
た

「
雑
書
」
と
い
う
史
料
が
あ
り
ま
す
。

下
の
写
真
が
、
江
戸
時
代
前
期
の
寛
永

21(

１
６
４
４)

年
の
雑
書
で
、
現
存

す
る
中
で
最
も
古
い
も
の
で
す
。

別
名
を
「
盛
岡
藩
家
老
席
日
記
」
と
も

い
わ
れ
、
日
付
と
そ
の
日
の
天
候
の
後

に
本
文
を
記
載
す
る
日
記
形
式
の
記
録

と
な
っ
て
い
ま
す
。

政
治
・
産
業
か
ら
一
般
庶
民
の
生
活
に

関
す
る
こ
と
ま
で
、
領
内
の
様
々
な
出

来
事
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代

の
盛
岡
藩
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
大
変

貴
重
な
史
料
で
す
。

い
く
つ
か
欠
本
が
あ
る
も
の
の
、
市
で

所
有
す
る
一
九
〇
冊
の
雑
書
は
全
て
、

も
り
お
か
歴
史
文
化
館
に
収
蔵
さ
れ
て

お
り
、
岩
手
県
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

延
宝
５(

１
６
７
７)

年
の
雑
書
で

は
、
８
月
20
日
に
『
御
三
階


